
 

１２７ 世田谷区立芦花中学校  
 教育関係法規の規定  

・日本国憲法 

・教育基本法 

・学校教育法 

・学習指導要領 

・世田谷区教育要領 

 時代や社会の要請  

・社会の変化に柔軟に対応

しうる人間の育成。 

・時代を超えて変わらない

価値あるものを身に付け

る。 

 地域の実態  

・小・中併設型の校舎の特

徴を生かし、小・中学校

のつながりを大切にして

いる。環境の変化があま

りなく、非行も少ない。

比較的落ち着いている雰

囲気がある。 

 学校の教育目標  

 日本国憲法・教育基本法の理念を基盤として国際社会への連

帯意識と日本国民としての自覚をもち、21世紀をたくましく生

きぬく人間性豊かな生徒の育成をめざす。 

○自ら考え向上しようとする人 

○責任と思いやりのある人 

○健康でねばり強い人 

 道徳教育の重点目標  

 全教育活動を通して、道徳的実践力を育成するとともに、日

常生活で下記の道徳的実践ができるようにする。 
・望ましい生活習慣を身に付け、節度ある生活を送る。 
・いじめを許さず、他者を思いやる心を育てる。 

・社会参画の意識と社会連帯の自覚を高める。 
・生命の連続性や有限性を理解し、尊重する。 
・情報社会の倫理、法の理解と遵守につとめる。 

・情報モラル・デジタルシティズンシップ教育につとめる。 

 

 生徒の実態  

・明るく協調的であるが、

自ら行動する意欲が乏し

い。 

・自立意識が乏しい。 

・素直な生徒が多い。 

 各学年の重点目標  

１年 望ましい生活習慣を身に付け、節度ある生活を送る。 

２年 思いやりの心をもって接し、人間愛の精神を深める。 

３年 自分の役割と責任を自覚して集団生活の充実に努める。 
全学年  生命の尊さについて、その連続性や有限性なども含めて 

理解し、かけがえのない生命を尊重する。 

 道徳の時間の指導の方針  

・多面的・多角的に考え、時と場に応じて望ましい道徳的な行

動が取れるよう指導する。 

・「人格の完成を目指して」と関連付ける。 

・生徒一人一人の道徳性の理解に努め、生徒個々の言動を受容

し、生徒が主体的に考え続けられる姿勢を育成する。 

 教職員の願い  

・自己実現に向けて努力す

る生徒。 

・集団のために尽くす生

徒。 

・自然や生命を尊ぶ生徒。 

 保護者の願い  

・思いやりのある子。 

・ねばり強い子。 

・他人に迷惑をかけない

子。 

 各教科  

国語・文章を通して人間としての生

き方について考える。 

社会・日本の文化・伝統に誇りをも

ち、世界の人々と助け合う気

持ちをもつ。 

数学・ねばり強く問題解決にあた

り、忍耐力を養う。 

理科・日本の自然や風土を大切にす

る心を養う。 

音楽・表現や鑑賞を通して、生きる

喜びを育てる。 

美術・美に感動する心を養う。 

保体・心身の健康の大切さを学ぶ。 

技家・体験を通して、生活の充実を

図る心構えを養う。 

英語・世界の文化に関心をもち、国

際理解の基礎を養う。 

 特別活動  

学級活動 

・明るく楽しい学

級生活を基盤と

して、集団の一

員として望まし

い態度を養う。 

生徒会活動 

・生徒会活動に主

体的に取り組み

つつ、自己の改

善・成長に資す

る機会とする。 

学校行事 

・諸行事の体験を

通して、豊かな

心情を養う。 

 総合的な学習の時間  

・真理や真実を追究し

ていく態度を養う。 

・自主的に考え、より

高い目標に向かって

努めていく態度を養

う。 

・着実にやり抜いてい

く強い意志を培う。 

・自己のよさを伸ばし

ていこうとする態度

を養う。 

・問題解決や探究活動

に主体的、創造的に

取り組む態度を育成

する。 

・自己の生き方につい

ての自覚を深める。 

 特色ある活動  

系統的な進路学習 

１年 職業調べ 

２年 上級学校調べ 

３年 高校調べ 

１・２年 プロジ

ョブトーク 

 

・理想を求め、そ

の実現を目指して

自己の人生を切り

拓いていこうとす

る態度を養う。 

・自己を見つめ、

個性を伸ばして

充実した生き方

をしていこうとす

る態度を養う。 

 豊かな体験活動  

自然体験 

１年生河口湖移動

教室 

・自然を愛し、それ

を守り育てていこ

うとする心を養

う。 

  

ボランティア活動 

・地域行事に積極的

に参加することを

通して、地域社会

の一員であること

を自覚し、互いに

支えあう思いやり

の心を育てる。 

 学年・学級経営  

学年経営・学年内、学年間の連絡調整を積極的に行う。     学級経営・年間指導計画を作成する。 

    ・道徳の時間の指導法についての意見交換を行う。       ・学級内の人間関係や学習環境を整える。 

 家庭との連携  

・道徳の授業参観を

実施する。 

・アンケートの回収

で保護者の願いを

把握する。 

 

 地域との連携  

・学校の広報紙（学校

便り）を配布する。 

・道徳授業地区公開講

座を実施する。 

・地域教材の提供を求

める。 

 小学校との連携  

・学校行事などに小学

生を招く。 

・授業公開などの案内

を配布する。 

・生徒理解のための情

報交換を行う。 

 関係機関との連携  

・各関係機関に学校の

広報紙を配布する。 

・情報交換などを定期

的に行う。 

 環境の整備充実  

・生徒会役員による

登校時のあいさつ

運動の実施。 

・生徒会による意見

箱の設置。 

 

 その他  

・外部支援者の

活用を図る。 

令和８年度 道徳教育の全体計画 


